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CSVアプローチは,貸し手と借り手という二つの主体間の契約を分析する｡ 第4章 ｢企業価値 :株式










































(3)CVSアプローチによる ｢企業価値｣の再構成 企業は株主,銀行,経営者 ･従業員など異なった利害
とインセンテイヴをもつステイク･ホルダーの関係する制度として分析すべきであり,したがって企業の
価値をたんに金融証券価値の合計として見るのではなく,従業員余剰もまた考慮して分析すべきであると
いう主張は,企業理論の研究において,すでに確立されたものになっている｡企業価値の再構成の必要性
を,この論文はリスクにたいし異なった投資家を想定して,最適金融契約を分析する中から導いている｡
論文の第5章は先行する章の分析をもとに,日本的金融の効率性を検討しているが,興味深い示唆に富
むとはいえ,著者が認めているように (最経章),完備したものとはいいがたい｡またリスクに対する投
資家の態度は,論文の中で重要な理論的役割をしているにもかかわらず,リスクにかんする実証的 (計量
的)研究が参照されていないという弱点を持っている｡ しかし先端的な研究分野における上記の理論的貢
献を行った意義は大きい｡よって本論文は博士 (経済学)の学位論文として価値あるものと認める｡ なお
平成9年2月19日論文内容とそれに関連した試問を行った結果,合格と認めた｡
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